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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部から洗い場排水が流入する排水トラップと、
　浴槽排水を該排水トラップに導入する浴槽排水流路と、
　浴槽パン排水を該浴槽排水流路を介して又は直接に前記排水トラップに導入する浴槽パ
ン排水流路と、
　該浴槽排水流路からの浴槽排水と浴槽パン排水流路からの浴槽パン排水との該排水トラ
ップへの流入を択一的に切り替えるための切替弁と
を有する浴室排水装置において、該切替弁を該排水トラップの近傍に配置し、
　前記浴槽パン排水流路に、流路断面積を小さくする流路絞り部を設けたことを特徴とす
る浴室排水装置。
【請求項２】
　請求項１において、該流路絞り部は、前記浴槽パン排水流路の末端部に着脱可能に設け
られた流路絞り部材によって構成されていることを特徴とする浴室排水装置。
【請求項３】
　上部から洗い場排水が流入する排水トラップと、
　浴槽排水を該排水トラップに導入する浴槽排水流路と、
　浴槽パン排水を該浴槽排水流路を介して又は直接に前記排水トラップに導入する浴槽パ
ン排水流路と、
　該浴槽排水流路からの浴槽排水と浴槽パン排水流路からの浴槽パン排水との該排水トラ
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ップへの流入を択一的に切り替えるための切替弁と
を有する浴室排水装置において、該切替弁を該排水トラップの近傍に配置し、
　該切替弁が前記浴槽パン排水流路を閉じたときに該浴槽パン排水流路内に差し込まれる
突起を該切替弁に設けたことを特徴とする浴室排水装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項において、前記切替弁は、前記排水トラップの近傍に
着脱可能に設置されていることを特徴とする浴室排水装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか１項において、前記排水トラップは、洗い場排水の受入口
を上部に有すると共に、前記浴槽排水流路が略接線方向に接続されており、該浴槽排水流
路からの浴槽排水を略接線方向に受け入れて旋回させる受入室を備えていることを特徴と
する浴室排水装置。
【請求項６】
　請求項５において、前記浴槽パン排水流路は該浴槽排水流路の側面に接続されており、
　前記切替弁は、軸心方向を上下方向とした支軸に支持されており、
　前記浴槽排水流路を閉鎖する位置と前記浴槽パン排水流路を閉鎖する位置とをとりうる
ように該支軸回りに回動自在とされていることを特徴とする浴室排水装置。
【請求項７】
　請求項６において、前記浴槽パン排水流路は、前記浴槽排水流路の側面のうち受入室内
の旋回方向上流側の側面に接続されており、
　前記切替弁は、該浴槽パン排水流路を閉鎖したときに、該切替弁の先端側が前記受入室
内に突出する長さを有していることを特徴とする浴室排水装置。
【請求項８】
　請求項７において、前記支軸は、前記受入室の浴槽排水の流入口よりも前記浴槽排水流
路の上流側に配置されており、
　該流入口から該支軸までの距離は、前記切替弁の前記先端から該支軸までの幅の５０～
９０％であることを特徴とする浴室排水装置。
【請求項９】
　上部から洗い場排水が流入する排水トラップと、
　浴槽排水を該排水トラップに導入する浴槽排水流路と
を有する浴室排水装置であって、
　該排水トラップは、洗い場排水の受入口を上部に有すると共に、該浴槽排水流路が略接
線方向に接続されており、該浴槽排水流路からの浴槽排水を略接線方向に受け入れて旋回
させる受入室を備えている浴室排水装置において、
　該浴室排水装置は、該受入室から浴槽排水流路への水の逆流を阻止する逆止弁を備えて
おり、
　該逆止弁は、該浴槽排水流路内に配置されており、
　該逆止弁は、軸心方向を上下方向とした支軸に支持されており、該浴槽排水流路を閉鎖
する位置と該浴槽排水流路を開放する位置とをとりうるように該支軸回りに回動自在とさ
れており、
　該逆止弁は、該浴槽排水流路を開放したときに、該逆止弁の先端側が前記受入室内に突
出する長さを有していることを特徴とする浴室排水装置。
【請求項１０】
　請求項９において、前記支軸は、前記受入室の浴槽排水の流入口よりも前記浴槽排水流
路の上流側に配置されており、
　該流入口から該支軸までの距離は、前記逆止弁の前記先端から該支軸までの幅の５０～
９０％であることを特徴とする浴室排水装置。
【請求項１１】
　請求項９又は１０において、前記逆止弁は、前記排水トラップの近傍に着脱可能に設置
されていることを特徴とする浴室排水装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴槽排水、浴槽パン排水及び洗い場排水を排水トラップに流入させて排出す
る浴室排水装置に係り、好適には、排水トラップの受入室に浴槽排水を略接線方向に受け
入れて旋回流を形成させるよう構成された浴室排水装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
Ｉ．　浴槽排水及び浴槽パン排水を洗い場排水トラップに導入して排水管へ排出させるよ
う構成した浴室排水装置において、この浴槽排水と浴槽パン排水とを排水トラップに択一
的に流入させるように切替弁を設けた浴室排水装置が特開２０００－３１９９６５号に記
載されている。同号の浴室排水装置にあっては、浴槽パン排水の排水孔と浴槽排水の排水
孔とが浴槽パンにそれぞれ下向きに並列配置され、これらの排水孔の下側にへ字形の側面
視形状の切替弁が該へ字の屈曲部を支軸として上下揺動可能に設置されている。
【０００３】
　浴槽からの排水が行われるときには、その水勢が切替弁の一半側に加えられ、該一半側
が押し下げられると他半側が押し上げられ、該他半側が浴槽パン排水孔を閉鎖する。浴槽
パン排水孔から浴槽パン排水が流出するときには、その水勢によって切替弁の他半側が押
し下げられ、これによって切替弁の一半側が押し上げられて浴槽排水孔を閉鎖する。
【０００４】
II．　浴槽排水を洗い場排水トラップに導入して排水管へ排出させるよう構成した浴室排
水装置において、この排水トラップから浴槽排水流路に水が逆流することを防止する逆止
弁を設けることが特開平１１－４３９７５号に記載されている。同号の図４の装置では、
浴槽排水管の排水トラップ側の端部に、ドアの如く開閉するヒンジ式の逆止弁が設置され
ている。浴槽の排水栓が抜かれた状態で洗い場排水が排水トラップに流入しても、この逆
止弁により、排水トラップ内の水が浴槽排水流路に逆流することが防止される。
【０００５】
III．　洗い場排水を受け入れる洗い場排水受入口が上部に設けられていると共に、浴槽
排水を側周面から受け入れてトラップ内に旋回流を形成させるようにした排水トラップが
特許第３８８６０５５号に記載されている。このトラップの洗い場排水受入口には、上方
が開放したカゴ（篭）状のヘアキャッチャーが着脱自在に装着されている。このヘアキャ
ッチャーは、トラップ内の軸心部付近に垂下している。浴槽排水がトラップ内に流入し、
トラップ内の水位が上昇して旋回流が形成されると、このヘアキャッチャーが旋回流に浸
漬され、ヘアキャッチャー内の毛髪などのゴミがヘアキャッチャーの中心に集められる。
これにより、ゴミを摘んで捨てることができるようになる。また、ヘアキャッチャーの内
外面が旋回流に浸漬されて浄化され、ヌメリ等が除去される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－３１９９６５号
【特許文献２】特開平１１－４３９７５号
【特許文献３】特許第３８８６０５５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
ｉ）　上記特開２０００－３１９９６５号の浴室排水装置にあっては、切替弁が浴槽パン
の浴槽排水孔及び浴槽パン排水孔の下側に配置されているため、この切替弁に故障や閉塞
などのトラブルが生じた場合、切替弁の修理作業を行うには、浴槽を移動させて浴槽パン
上方から修理作業を行うことになり、作業が極めて大掛りとなってしまう。
【０００８】
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　本発明は、浴槽パン排水と浴槽排水との洗い場排水トラップへの流入を切り替えるため
の切替弁の修理、点検等のメンテナンスを容易に行うことができる浴室排水装置を提供す
ることを第１の目的とする。
【０００９】
ii）　本発明は、上記の切替弁又は逆止弁を備えた旋回流形成方式の浴室排水装置であっ
て、旋回流の流速を増大させることができる浴室排水装置を提供することを第２の目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明（請求項１）の浴室排水装置は、上部から洗い場排水が流入する排水トラップと
、浴槽排水を該排水トラップに導入する浴槽排水流路と、浴槽パン排水を該浴槽排水流路
を介して又は直接に前記排水トラップに導入する浴槽パン排水流路と、該浴槽排水流路か
らの浴槽排水と浴槽パン排水流路からの浴槽パン排水との該排水トラップへの流入を択一
的に切り替えるための切替弁とを有する浴室排水装置において、該切替弁を該排水トラッ
プの近傍に配置し、前記浴槽パン排水流路に、流路断面積を小さくする流路絞り部を設け
たことを特徴とするものである。
【００１２】
　請求項２の浴室排水装置は、請求項１において、該流路絞り部は、前記浴槽パン排水流
路の末端部に着脱可能に設けられた流路絞り部材によって構成されていることを特徴とす
るものである。
【００１３】
　本発明（請求項３）の浴室排水装置は、上部から洗い場排水が流入する排水トラップと
、浴槽排水を該排水トラップに導入する浴槽排水流路と、浴槽パン排水を該浴槽排水流路
を介して又は直接に前記排水トラップに導入する浴槽パン排水流路と、該浴槽排水流路か
らの浴槽排水と浴槽パン排水流路からの浴槽パン排水との該排水トラップへの流入を択一
的に切り替えるための切替弁とを有する浴室排水装置において、該切替弁を該排水トラッ
プの近傍に配置し、該切替弁が前記浴槽パン排水流路を閉じたときに該浴槽パン排水流路
内に差し込まれる突起を該切替弁に設けたことを特徴とするものである。
【００１４】
　請求項４の浴室排水装置は、請求項１ないし３のいずれか１項において、前記切替弁は
、前記排水トラップの近傍に着脱可能に設置されていることを特徴とするものである。
【００１５】
　請求項５の浴室排水装置は、請求項１ないし４のいずれか１項において、前記排水トラ
ップは、洗い場排水の受入口を上部に有すると共に、前記浴槽排水流路が略接線方向に接
続されており、該浴槽排水流路からの浴槽排水を略接線方向に受け入れて旋回させる受入
室を備えていることを特徴とするものである。
【００１６】
　請求項６の浴室排水装置は、請求項５において、前記浴槽パン排水流路は該浴槽排水流
路の側面に接続されており、前記切替弁は、軸心方向を上下方向とした支軸に支持されて
おり、前記浴槽排水流路を閉鎖する位置と前記浴槽パン排水流路を閉鎖する位置とをとり
うるように該支軸回りに回動自在とされていることを特徴とするものである。
【００１７】
　請求項７の浴室排水装置は、請求項６において、前記浴槽パン排水流路は、前記浴槽排
水流路の側面のうち受入室内の旋回方向上流側の側面に接続されており、前記切替弁は、
該浴槽パン排水流路を閉鎖したときに、該切替弁の先端側が前記受入室内に突出する長さ
を有していることを特徴とするものである。
【００１８】
　請求項８の浴室排水装置は、請求項７において、前記支軸は、前記受入室の浴槽排水の
流入口よりも前記浴槽排水流路の上流側に配置されており、該流入口から該支軸までの距
離は、前記切替弁の前記先端から該支軸までの幅の５０～９０％であることを特徴とする
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ものである。
【００１９】
　本発明（請求項９）の浴室排水装置は、上部から洗い場排水が流入する排水トラップと
、浴槽排水を該排水トラップに導入する浴槽排水流路とを有する浴室排水装置であって、
該排水トラップは、洗い場排水の受入口を上部に有すると共に、該浴槽排水流路が略接線
方向に接続されており、該浴槽排水流路からの浴槽排水を略接線方向に受け入れて旋回さ
せる受入室を備えている浴室排水装置において、該浴室排水装置は、該受入室から浴槽排
水流路への水の逆流を阻止する逆止弁を備えており、該逆止弁は、該浴槽排水流路内に配
置されており、該逆止弁は、軸心方向を上下方向とした支軸に支持されており、該浴槽排
水流路を閉鎖する位置と該浴槽排水流路を開放する位置とをとりうるように該支軸回りに
回動自在とされており、該逆止弁は、該浴槽排水流路を開放したときに、該逆止弁の先端
側が前記受入室内に突出する長さを有していることを特徴とするものである。
【００２０】
　請求項１０の浴室排水装置は、請求項９において、前記支軸は、前記受入室の浴槽排水
の流入口よりも前記浴槽排水流路の上流側に配置されており、該流入口から該支軸までの
距離は、前記逆止弁の前記先端から該支軸までの幅の５０～９０％であることを特徴とす
るものである。
【００２１】
　請求項１１の浴室排水装置は、請求項９又は１０において、前記逆止弁は、前記排水ト
ラップの近傍に着脱可能に設置されていることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明（請求項１）の浴室排水装置にあっては、浴槽排水流路からの浴槽排水と浴槽パ
ン排水流路からの浴槽パン排水との排水トラップへの流入を択一的に切り替える切替弁が
設けられているので、浴槽排水を流しているときに浴槽排水が浴槽パン排水流路に逆流す
ることが防止され、浴槽パン排水を流しているときに浴槽パン排水が浴槽排水流路に逆流
することが防止される。
【００２３】
　本発明では、この切替弁が排水トラップの近傍に配置されているので、この切替弁のメ
ンテナンスを行うには、洗い場から排水トラップ内に手や清掃器具又は工具等を差し入れ
て切替弁のメンテナンス作業を行えばよい。これにより、切替弁のメンテナンス作業を容
易に行うことができる。
【００２４】
　本発明（請求項１）の浴室排水装置によると、浴槽パン排水流路の流路断面積を絞り部
によって部分的に小さくしているので、浴槽パン排水流路への逆流を防止することができ
る。なお、仮に逆流が生じたとしても、逆流水量を少なくすることができる。
【００２５】
　請求項２の浴室排水装置によると、この絞り部を着脱可能な絞り部材によって構成して
いるので、絞り部材を取り外して掃除したり交換したりすることが可能である。
【００２６】
　本発明（請求項３）の浴室排水装置によると、切替弁が浴槽パン排水流路を閉鎖したと
きに、該切替弁に設けた突起が浴槽パン排水流路に差し込まれ、浴槽パン排水流路が掃除
されることになる。特に、浴槽パン排水流路末端部に絞り部を設け、この絞り部に該突起
が差し込まれるよう構成した場合には、この絞り部が掃除されることにより、絞り部の詰
まりが防止される。
【００２７】
　請求項４の浴室排水装置によると、切替弁が着脱可能に設置されているので、切替弁を
取り外してメンテナンスすることが可能であり、この切替弁のメンテナンス作業を容易に
行うことができる。
【００２８】
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　請求項５の浴室排水装置は、洗い場排水と浴槽排水及び浴槽パン排水とを受け入れるよ
うに設けられた受入室に対し、浴槽排水を略接線方向に流入させて旋回流を形成させるよ
うにしたものである。
【００２９】
　本発明では、切替弁を設けているので、受入室に浴槽排水が過剰に流入して受入室内の
水位が上昇しても、浴槽パン排水流路に浴槽排水が逆流することが確実に防止される。
【００３０】
　請求項６の浴室排水装置にあっては、浴槽排水流路から浴槽排水が排水トラップへ流入
する場合、その水勢に押されて切替弁が回動し、浴槽パン排水流路を閉鎖するので、浴槽
パン排水流路への逆流が防止される。浴槽パン排水流路から浴槽パン排水が排水トラップ
へ流入する場合は、その水勢に押されて切替弁が回動し、浴槽排水流路を閉鎖するので、
浴槽排水流路への逆流が防止される。
【００３１】
　請求項７の浴室排水装置にあっては、浴槽排水流路から排水トラップの受入室内に浴槽
排水が流入して該受入室内に旋回流が形成された場合、この旋回流の水勢によって切替弁
が浴槽排水流路を狭めるように回動する。このように浴槽排水流路が狭くなると、受入室
内への浴槽排水流入速度が増大し、受入室内の旋回流速が増大する。これにより、受入室
内面やヘアキャッチャーのヌメリなどが効率よく除去される。また、浴槽排水の瞬間最大
流量が抑制されるため、受入室から洗い場側へ浴槽排水が溢れ出すことが防止される。
【００３２】
　請求項８のように、支軸を受入室の浴槽排水の流入口よりも浴槽排水流路の上流側に配
置し、該流入口からこの支軸までの距離を切替弁の先端から該支軸までの幅の５０～９０
％とすることにより、浴槽からの排水時間が短くなり、旋回流の周縁水位が低く抑えられ
、且つ旋回流の単位時間当たりの旋回数が高いものとなる。
【００３３】
　本発明（請求項９）の浴室排水装置は、排水トラップの受入室に対し、浴槽排水を略接
線方向に流入させて該受入室内に旋回流を形成させるようにしたものである。この請求項
９の浴室排水装置にあっては、浴槽排水流路に逆止弁が設けられているので、排水トラッ
プから浴槽排水流路に水が逆流することが防止される。
【００３４】
　この請求項９の浴室排水装置にあっては、浴槽排水流路から浴槽排水が受入室へ流入す
る場合、この浴槽排水の水勢に押されて逆止弁が回動し、浴槽排水流路を開放する。この
とき、逆止弁の先端側が受入室内に突出する。この浴槽排水の受入室への流入により該受
入室内に旋回流が形成されると、逆止弁の先端側に旋回流が当り、この旋回流の水勢によ
って逆止弁が浴槽排水流路を狭めるように回動する。このように浴槽排水流路が狭くなる
と、受入室内への浴槽排水流入速度が増大し、受入室内の旋回流速が増大する。これによ
り、受入室内面やヘアキャッチャーのヌメリなどが効率よく除去される。また、浴槽排水
の瞬間最大流量が抑制されるため、受入室から洗い場側へ浴槽排水が溢れ出すことが防止
される。
【００３５】
　請求項１０のように、支軸を受入室の浴槽排水の流入口よりも浴槽排水流路の上流側に
配置し、該流入口からこの支軸までの距離を逆止弁の先端から該支軸までの幅の５０～９
０％とすることにより、浴槽からの排水時間が短く、旋回流の周縁水位が低く抑えられ、
且つ旋回流の単位時間当たりの旋回数が高いものとなる。
【００３６】
　請求項１１の浴室排水装置にあっては、逆止弁が着脱可能に設置されているので、逆止
弁を取り外してメンテナンスすることが可能であり、この逆止弁のメンテナンス作業を容
易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
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【図１】第１の実施の形態に係る浴室排水装置を備えた浴室の模式的な斜視図である。
【図２】図１の浴室排水装置の斜視図である。
【図３】図１の浴室排水装置の別方向からの斜視図である。
【図４】図１のIV－IV線に沿う縦断面図である。
【図５】図４のＶ－Ｖ線に沿う水平断面図である。
【図６】図５の切替弁付近の拡大図である。
【図７】図５の切替弁付近の拡大図である。
【図８】図５の切替弁付近の拡大図である。
【図９】（ａ）図は絞り部材の斜視図、（ｂ）図は（ａ）図のＢ－Ｂ線に沿う断面図であ
る。
【図１０】第２の実施の形態に係る浴室排水装置の切替弁付近の水平断面斜視図である。
【図１１】図１０の浴室排水装置の切替弁付近の水平断面斜視図である。
【図１２】第３の実施の形態に係る浴室排水装置の斜視図である。
【図１３】図１２の浴室排水装置の切替弁付近の縦断面斜視図である。
【図１４】第４の実施の形態に係る浴室排水装置の切替弁付近の斜視図である。
【図１５】図１４の浴室排水装置の切替弁付近を排水トラップの洗い場排水受入口側から
見た斜視図である。
【図１６】図１４の浴室排水装置の切替弁付近の水平断面斜視図である。
【図１７】図１４の浴室排水装置の切替弁保持部材の斜視図である。
【図１８】図１７のXVIII－XVIII線に沿う断面図である。
【図１９】第５の実施の形態に係る浴室排水装置の切替弁付近の水平断面斜視図である。
【図２０】図１９の浴室排水装置の切替弁付近の水平断面斜視図である。
【図２１】図１９の浴室排水装置の切替弁付近の平面図である。
【図２２】第６の実施の形態に係る浴室排水装置を備えた浴室の模式的な斜視図である。
【図２３】図２２の浴室排水装置の上方からの斜視図である。
【図２４】図２３のXXIV－XXIV線に沿う縦断面図である。
【図２５】図２４のXXV－XXV線に沿う水平断面図である。
【図２６】図２５の逆止弁付近の拡大図である。
【図２７】図２５の逆止弁付近の拡大図である。
【図２８】図２５の逆止弁付近の拡大図である。
【図２９】図２２の浴室排水装置における逆止弁付近の平面図である。
【図３０】図２２の浴室排水装置における逆止弁保持部材の斜視図である。
【図３１】図２２の浴室排水装置において、逆止弁の支軸を受入室と浴槽排水用配管との
交叉角縁から該浴槽排水用配管の上流側に配置することが浴槽からの水の排出にどのよう
に影響するか検証した実験の結果を示すグラフである。
【図３２】第７の実施の形態に係る浴室排水装置の上方からの斜視図である。
【図３３】図３２の浴室排水装置の水平断面図である。
【図３４】図３２の浴室排水装置における逆止弁保持部材の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００３９】
［請求項１～８の発明に係る実施の形態］
　＜第１の実施の形態＞
　第１図は第１の実施の形態に係る浴室排水装置を備えた浴室の模式的な斜視図、第２図
はこの浴室排水装置の上方からの斜視図、第３図はこの浴室排水装置の下方からの斜視図
、第４図は第１図のIV－IV線に沿う縦断面図、第５図は第４図のＶ－Ｖ線に沿う水平断面
図、第６図～第８図は第５図の切替弁付近の拡大図、第９図（ａ）は絞り部材の斜視図、
第９図（ｂ）は第９図（ａ）のＢ－Ｂ線に沿う断面図である。
【００４０】
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　なお、第６図は切替弁が浴槽排水流路を閉鎖した状態を示し、第７図は切替弁が浴槽パ
ン排水流路を閉鎖した状態を示している。第８図は絞り部材を浴槽パン排水流路から取り
外した状態を示している。
【００４１】
　第１図の通り、浴室の床は浴槽パン１と洗い場パン２とによって構成され、この浴槽パ
ン１上に浴槽３が設置されている。浴槽パン１の底部には排水ソケット４が取り付けられ
ている。洗い場パン２の浴槽３側に排水枡（図示略）が形成されている。この排水枡は洗
い場パン２と一体に凹み状に形成されており、その上面には排水目皿５が覆設されている
。この排水枡に対し下側から排水トラップ１０が連結されている。
【００４２】
　排水トラップ１０の上面部には、洗い場２側からの排水が排水枡を通り流入する洗い場
排水受入口Ａ（第２，４図）が設けられている。排水枡の底側には結合フランジ８（第１
図）が取り付けられ、この結合フランジ８が洗い場排水受入口Ａに螺着されることにより
、排水トラップ１０の上端が排水枡に連結されている。符号１３は、洗い場排水受入口Ａ
の内周縁に設けられた、該結合フランジ８が螺着される雌ねじを示している。この結合フ
ランジ８を通して排水トラップ１０内に上方から着脱可能にヘアキャッチャー（図示略）
が差し込まれている。このヘアキャッチャーは、上面が開いたカゴ（篭）状である。
【００４３】
　排水トラップ１０の側面の流入口１１と、排水ソケット４の浴槽排水流入口４ａ（第２
，４，５図）とが浴槽排水用配管６を介して接続されている。排水トラップ１０の該流入
口１１とほぼ反対側の側面の排水口１２には排水管９（第１図）が接続されている。
【００４４】
　この排水トラップ１０の構成については後で詳しく述べる。
【００４５】
　第２図に示すように、排水ソケット４は、円形の底面部４ａと、該底面部４ａの周縁か
ら立設された環状の周壁部４ｂとを有した皿形のものである。該周壁部４ｂの上端外周に
は外向き鍔状のフランジ部４ｃが周設されている。周壁部４ｂの内周面には雌ねじ４ｄが
周設されている。
【００４６】
　浴槽パン１の底部には排水ソケット装着用開口（図示略）が設けられており、この排水
ソケット装着用開口を介して排水ソケット４の周壁部４ｂに結合フランジ（図示略）が上
方から螺着されている。排水ソケット４のフランジ部４ｃと該結合フランジとによって排
水ソケット装着用開口（図示略）の縁部が挟持され、これにより排水ソケット４が浴槽パ
ン１に固定されている。
【００４７】
　第２，４図の通り、排水ソケット４の底面部４ａから円筒形の前記浴槽排水流入口４ｅ
が立設されている。第４図に示すように、底面部４ａの下面側には配管接続用ハウジング
４ｆが排水ソケット４と一体的に形成されており、浴槽排水流入口４ｅはこの配管接続用
ハウジング４ｆ内に連通している。この配管接続用ハウジング４ｆは底面部４ａの下面に
沿って排水トラップ１０側へ向って延在しており、その延在方向先端側に前記浴槽排水用
配管６の一端が接続されている。この浴槽排水用配管６の他端は、排水トラップ１０の側
面の前記流入口１１に接続されている。
【００４８】
　浴槽３の排水口（図示略）は、この排水ソケット４の浴槽排水流入口４ａに差込管（図
示略）を介して接続されている。この差込管は、上下方向に延在しており、上端は浴槽３
の排水口に水密的に取り付けられ、下部が浴槽排水流入口４ａに差し込まれている。この
差込管により、浴槽３の排水は直接的に排水ソケット４の該浴槽排水流入口４ａに注ぎ込
まれるようにして流出する。その後、この浴槽排水は、ハウジング４ｆ内及び浴槽排水用
配管６内を流れて流入口１１から排水トラップ１０に流入する。
【００４９】
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　即ち、この実施の形態では、これらの差込管、浴槽排水流入口４ｅ、ハウジング４ｆ及
び浴槽排水用配管６内が、浴槽排水を排水トラップ１０に導く浴槽排水流路となっている
。
【００５０】
　この実施の形態では、第４，５図に示すように、該浴槽排水用配管６は、底面６ａと、
該底面６ａの両側から立ち上がる１対の側面６ｂ，６ｃと、該側面６ｂ，６ｃの上端同士
を繋ぐ天井面（図示略）とを有する角筒状のものとなっている。また、この浴槽排水用配
管６は、排水ソケット４側（上流側）よりも排水トラップ１０側（下流側）の方が上方に
位置するようにクランク状に屈曲している。
【００５１】
　この浴槽排水用配管６の流路断面積（配管内側の空洞部の排水流れ方向と直交方向の断
面積）は、３００～９００ｍｍ２特に５００～７００ｍｍ２であることが好ましい。この
実施の形態のように浴槽排水用配管６を角筒状とした場合には、この流路断面の縦（上下
）方向の幅は１０～１００ｍｍ特に２０～４０ｍｍであることが好ましく、横（水平）方
向の幅は５～６０ｍｍ特に１０～４０ｍｍであることが好ましい。
【００５２】
　排水ソケット４の底面部４ａのうち浴槽排水流入口４ｅと周壁部４ｂとの間の部分には
浴槽パン排水流入口４ｇが設けられており、該底面部４ａの下面側からこの浴槽パン排水
流入口４ｇに浴槽パン排水用配管７の一端が接続されている。この実施の形態では、該浴
槽パン排水用配管７の他端は、排水トラップ１０の流入口１１の近傍において浴槽排水用
配管６に接続されている。
【００５３】
　この実施の形態では、該浴槽パン排水用配管７の他端は、浴槽排水用配管６の側面６ｂ
，６ｃのうち、後述の通り排水トラップ１０内に形成される旋回流の旋回方向上流側に位
置する側面６ｂに接続されている。この側面６ｂには、該浴槽パン排水用配管７を流れて
きた浴槽パン排水を浴槽排水用配管６内に流出させる浴槽パン排水流出口７ａ（第６～８
図）が形成されている。
【００５４】
　この実施の形態では、浴槽パン１上の水は、排水ソケット４内に流れ落ち、この排水ソ
ケット４の底面部４ａの浴槽パン排水流入口４ｇから浴槽パン排水用配管７に流入し、該
浴槽パン排水用配管７内を流れて浴槽パン排水流出口７ａから浴槽排水用配管６に流入し
、該浴槽排水用配管６を通って流入口１１から排水トラップ１０に流入する。即ち、この
実施の形態では、該浴槽パン排水用配管７内が浴槽パン排水流路であり、浴槽パン排水は
、この浴槽パン排水用配管７から浴槽排水流路としての浴槽排水用配管６を介して排水ト
ラップ１０内に導かれるようになっている。
【００５５】
　なお、第５～８図では、浴槽パン排水用配管７と、この浴槽パン排水用配管７の前記他
端が連なる浴槽排水用配管６の流入口１１近傍部分と、排水トラップ１０とが一体的に形
成されたものであるかの如く図示されているが、少なくとも浴槽パン排水用配管７をこれ
らと別体に構成し、該浴槽排水用配管６の流入口１１近傍部分に着脱可能に接続するよう
にしてもよい。
【００５６】
　この実施の形態では、浴槽パン排水用配管７は、流路断面積（配管内側の空洞部の排水
流れ方向と直交方向の断面積）が浴槽排水用配管６よりも小さい円形断面形状のパイプよ
りなる。この浴槽パン排水用配管７の内径は５～４０ｍｍ、特に２０～４０ｍｍであるこ
とが好ましい。
【００５７】
　浴槽パン排水流出口７ａは、浴槽排水用配管６の側面６ｂと、排水トラップ１０の後述
する受入室２２の内周面との交叉角縁６ｅ（第６～８図）から該浴槽排水用配管６の上流
側へ５～３０ｍｍ、特に１０～２０ｍｍの範囲に配置されていることが好ましい。
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【００５８】
　この実施の形態では、浴槽パン排水流出口７ａに、浴槽パン排水用配管７の流路断面積
を小さくするための流路絞り部材３０が着脱可能に取り付けられている。
【００５９】
　第９図（ａ）に示すように、この実施の形態では、該流路絞り部材３０は、中央に浴槽
パン排水流出口７ａよりも小径の開口３１を有した環形円盤状のものである。この実施の
形態では、該流路絞り部材３０はゴム又は軟質合成樹脂製であり、その外径は浴槽パン排
水流出口７ａの内径と同等かそれよりも若干大きなものとなっている。この流路絞り部材
３０は、軸心線方向を浴槽パン排水流出口７ａと同方向として浴槽排水用配管６の内側か
ら該浴槽パン排水流出口７ａ内に弾性的に押し込まれることにより設置されている。この
流路絞り部材３０は、浴槽排水用配管６内に臨む面が該浴槽排水用配管６内の側面６ｂと
略面一となるように設置されている。
【００６０】
　この実施の形態では、該流路絞り部材３０の開口３１の内周面は、浴槽パン排水用配管
７の上流側ほど径が小さくなるテーパ形状となっている。この開口３１の最小径は３～２
０ｍｍ、特に３～１０ｍｍ程度であることが好ましい。
【００６１】
　この浴室排水装置においては、浴槽排水用配管６からの浴槽排水と浴槽パン排水用配管
７からの浴槽パン排水との排水トラップ１０への流入を択一的に切り替えるための切替弁
４０が該浴槽排水用配管６内に設けられている。この切替弁４０は、第５～８図の通り、
排水トラップ１０の流入口１１の近傍に配置されている。
【００６２】
　この実施の形態では、該切替弁４０は、浴槽排水用配管６内の流路断面形状（配管内側
の空洞部の排水流れ方向と直交方向の断面形状）と略相似形状で且つ若干サイズの小さい
長方形板状のものである。
【００６３】
　浴槽排水用配管６内のうち、前記浴槽パン排水流出口７ａよりも浴槽排水流路上流側に
、この切替弁４０を回動可能に支持する支軸４２が設けられている。この実施の形態では
、該支軸４２は、軸心線方向を上下方向として浴槽排水用配管６の側面６ｂに沿って配置
され、その上下両端側がそれぞれ該浴槽排水用配管６の天井面及び底面６ａに回転可能に
支持されている。この支軸４２に切替弁４０の一辺が連なっている。
【００６４】
　この支軸４２は、前記交叉角縁６ｅから浴槽排水用配管６の上流側へ１０～５０ｍｍ、
特に２０～３０ｍｍの範囲に配置されていることが好ましい。
【００６５】
　切替弁４０は、第６図の如く浴槽排水用配管６内の浴槽排水流れ方向と略直交方向に延
在して浴槽排水流路を閉鎖する第６図の浴槽排水流路閉鎖位置と、第７図の如く浴槽排水
用配管６内の側面６ｂに沿って延在して浴槽パン排水流出口７ａを覆い、これにより浴槽
パン排水流路を閉鎖する浴槽パン排水流路閉鎖位置とをとりうるように、支軸４２回りに
ドア状に回動自在となっている。
【００６６】
　浴槽排水用配管６内の底面６ａ、両側面６ｂ，６ｃ及び天井面には、それぞれ、切替弁
４０が浴槽排水流路閉鎖位置まで回動したときにこの切替弁４０の周縁部に当接して切替
弁４０を浴槽排水流路閉鎖位置に支持するストッパ４１が設けられている。このストッパ
４１は、浴槽排水用配管６内の底面６ａ、両側面６ｂ，６ｃ及び天井面に沿って該浴槽排
水用配管６内の浴槽排水流れ方向と略直交方向に延設された凸条よりなる。この浴槽排水
用配管６内の底面６ａ、両側面６ｂ，６ｃ及び天井面の各凸条は、該浴槽排水流れ方向と
略直交方向の同一平面内において互いに連続したものとなっている。
【００６７】
　この実施の形態では、該切替弁４０を常に浴槽排水流路閉鎖位置へ向って付勢するスプ
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リング（図示略）が設けられている。このスプリングからの付勢力により、浴槽排水用配
管６内を浴槽排水が流れていないときには、該切替弁４０は浴槽排水流路閉鎖位置に位置
しており、これにより浴槽パン排水流路が開となっている。浴槽排水用排水配管６内を浴
槽排水が流れるときには、切替弁４０は、この浴槽排水の水勢により該スプリングからの
付勢力に抗して浴槽パン排水流路閉鎖位置に向って回動し、これにより、第７図のように
浴槽排水流路が開となると共に、浴槽パン排水流路が閉鎖されるようになる。
【００６８】
　次に、排水トラップ１０の構成について詳細に説明する。
【００６９】
　第４図に示すように、排水トラップ１０の下部のうち前記浴槽排水及び浴槽パン排水の
流入口１１と反対側は、側方へ膨出した膨出部２０となっている。この膨出部２０と、前
記洗い場排水受入口Ａの下側領域とは円弧状に湾曲した縦板状の遮蔽部材２１によって区
画されている。これにより、洗い場排水受入口Ａの下方は、略円筒状の受入室２２となっ
ている。この受入室２２の内径は１００～２００ｍｍ特に１１０～１３０ｍｍであること
が好ましい。
【００７０】
　遮蔽部材２１の下端は、排水トラップ１０の底面から若干（例えば５～３０ｍｍ）上方
に離隔している。この遮蔽部材２１の下端と同レベルにて、受入室２２の底面を構成する
円板状の底板２３が設けられ、この底板２３の中央に開口２３ａが設けられている。この
底板２３の下側は流出室２４となっており、受入室２２から該開口２３ａを通って流出室
２４に流出した水は、この流出室２４を通って膨出部２０内に流れ込む。
【００７１】
　前記ヘアキャッチャーは、洗い場排水受入口Ａからこの受入室２２内に入り込んでいる
。ヘアキャッチャーの下端は、底板２３よりも上方に位置している。ヘアキャッチャーは
、この受入室２２内に形成される旋回流によって浮き上がらないように前記結合フランジ
８に係止されている。
【００７２】
　前記流入口１１は、この受入室２２内に連通している。この流入口１１は、第５図の通
り、受入室２２の内周面の接線方向を指向している。
【００７３】
　排水トラップ１０の膨出部２０の膨出方向の先端側に前記排水口１２が設けられている
。膨出部２０内の底面のうち、遮蔽部材２１と排水口１２との中間付近から該排水口１２
側は、該排水口１２に向って上り勾配の斜面となっており、この斜面の最上位部２５は受
入室２２の底板２３よりも上方に位置している。排水トラップ１０内には、この最上位部
２５のレベルまで封水が貯留される。
【００７４】
　このように構成された浴室排水装置の作動について次に説明する。
【００７５】
　前述の通り、浴槽排水用配管６内を浴槽排水が流れていないときには、第６図のように
、切替弁４０は、スプリングの付勢力により浴槽排水流路を閉鎖し、且つ浴槽パン排水流
路を開放している。この場合、浴槽パン１から浴槽パン排水用配管７に浴槽パン排水が流
入したときには、この浴槽パン排水は、該浴槽パン排水用配管７と、浴槽パン排水流出口
７ａに装着された流路絞り部材３０の開口３１とを通り、浴槽排水用配管６のうち切替弁
４０よりも下流側に流入し、その後、該浴槽排水用配管６から流入口１１を通って排水ト
ラップ１０の受入室２２内に流入する。
【００７６】
　このとき、切替弁４０によって浴槽排水流路が閉鎖されているので、浴槽パン排水の該
浴槽排水流路への逆流が阻止される。また、洗い場から排水枡を通って排水トラップ１０
の受入室２２内に洗い場排水が流入した場合、この洗い場排水の浴槽排水流路への流入も
切替弁４０によって阻止される。このとき、浴槽パン排水流出口７ａは開放しているが、
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この実施の形態では、該浴槽パン排水流出口７ａに、流路断面積を小さくする流路絞り部
材３０が装着されているので、洗い場排水の浴槽パン排水流路への逆流を防止することが
できる。なお、仮に逆流が生じたとしても、逆流水量を少なくすることができる。
【００７７】
　水を張った浴槽３の排水口３ａの排水栓を抜くと、浴槽３内の水が浴槽排水用配管６に
流入する。そして、この浴槽排水の水勢により、第７図のように切替弁４０が押し開かれ
て浴槽排水流路が開放し、浴槽排水が浴槽排水用配管６を通って流入口１１から排水トラ
ップ１０の受入室２２内に流入する。この排水トラップ１０にあっては、該流入口１１は
受入室２２の接線方向を指向しているので、この流入口１１から受入室２２内に流入した
浴槽排水は該受入室２２の内周面に沿って流れて該受入室２２内に旋回流を形成する。こ
の浴槽排水の流入により受入室２２内の水位は次第に上昇し、ヘアキャッチャーあるいは
さらに排水枡が旋回流に浸水した状態となる。これにより、排水枡の内面やヘアキャッチ
ャーに付着しているゴミや毛髪がこすり落とされて、ゴミや髪の毛は渦の中心に集められ
、渦の中心から下方へ落下し、ヘアキャッチャーの下端の底面中央部に良好に集められる
。
【００７８】
　このとき、第７図の通り、切替弁４０は浴槽排水用配管６内を流れる浴槽排水の水勢に
より該浴槽排水用配管６内の側面６ｂに押し付けられ、この側面６ｂの浴槽パン排水流出
口７ａを閉鎖している。これにより、浴槽排水用配管６内を流れる浴槽排水が該浴槽パン
排水流出口７ａから浴槽パン排水用配管７内に流入することが阻止されている。
【００７９】
　受入室２２内で旋回している水は、受入室２２の底面開口２３ａから流出室２４に流れ
落ち、この流出室２４を通って膨出部２０内に流出し、該膨出部２０の底面の最高位部２
５を乗り越え、排水口１２から排水管９へ流出する。
【００８０】
　浴槽３からすべての水が流出すると、旋回流は停止し、排水トラップ１０内には該最高
位部２５のレベルの封水が残る。これにより、排水管９側と洗い場２側並びに浴槽３及び
浴槽パン１側とはいずれも封水によって隔絶されることになり、排水管９の臭気が洗い場
２、浴槽３及び浴槽パン１へ逆流することが防止される。
【００８１】
　この浴室排水装置にあっては、浴槽パン排水流出口７ａ及び切替弁４０が排水トラップ
１０の流入口１１の近傍に配置されているので、排水目皿５を取り外して洗い場から排水
トラップ１０の受入室２２内に手や掃除器具、工具等を差し入れれば、これらが容易に浴
槽パン排水流出口７ａ及び切替弁４０に届く。そのため、浴槽パン排水流出口７ａ及び切
替弁４０のメンテナンスを行うには、洗い場から排水トラップ１０の受入室２２内に手や
掃除器具、工具等を差し入れて浴槽パン排水流出口７ａ及び切替弁４０のメンテナンスを
行えばよい。これにより、浴槽パン排水流出口７ａ及び切替弁４０のメンテナンス作業を
容易に行うことができる。
【００８２】
　この実施の形態では、流路絞り部材３０は浴槽パン排水流出口７ａに着脱可能に取り付
けられているので、流路絞り部材３０を取り外して掃除したり交換したりすることが可能
である。この流路絞り部材３０の取り外し作業も、洗い場から排水トラップ１０の受入室
２２内に手や工具等を差し入れて行うことができるので、この流路絞り部材３０の取り外
し作業も容易に行うことができる。
【００８３】
　＜第２の実施の形態＞
　第１０，１１図は第２の実施の形態に係る浴室排水装置の切替弁付近の水平断面斜視図
である。なお、第１０図は切替弁が浴槽排水流路を閉鎖した状態を示し、第１１図は切替
弁が浴槽パン排水流路を閉鎖した状態を示している。
【００８４】
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　この実施の形態では、切替弁４０に、該切替弁４０が浴槽パン排水流路閉鎖位置にある
ときに浴槽パン排水流出口７ａの流路絞り部材３０の開口３１に差し込まれる突起４３が
突設されている。
【００８５】
　この実施の形態では、突起４３は、開口３１の内周面の形状に倣った略円錐台形状とな
っている。
【００８６】
　この実施の形態のその他の構成は、前述の第１～９図の実施の形態と同様であり、第１
０，１１図において第１～９図と同一符号は同一部分を示している。
【００８７】
　この浴室排水装置にあっても、第１～９図の浴室排水装置と同様の作用効果が奏される
。
【００８８】
　この浴槽排水装置にあっては、第１１図のように、浴槽排水が浴槽排水用配管６内を流
れ、その水勢により切替弁４０が浴槽パン排水流路閉鎖位置へ回動したときに、該切替弁
４０の突起４３が浴槽パン排水流出口７ａの流路絞り部材３０の開口３１に差し込まれる
。これにより、該開口３１内が掃除されることになり、該開口３１の詰まりが防止される
。
【００８９】
　＜第３の実施の形態＞
　第１２図は第３の実施の形態に係る浴室排水装置の斜視図、第１３図はこの浴室排水装
置の切替弁付近の縦断面斜視図である。
【００９０】
　前述の各実施の形態では、浴槽パン排水用配管７の下流側の末端は、浴槽排水用配管６
の側面６ｂ，６ｃのうち、排水トラップ１０内に形成される旋回流の旋回方向上流側に位
置する側面６ｂの排水トラップ１０近傍部に接続されているが、浴槽パン排水用配管７の
接続位置はこれに限定されない。
【００９１】
　この実施の形態では、第１２，１３図の通り、浴槽パン排水用配管７の下流側の末端は
、浴槽排水用配管６の天井面６ｄの排水トラップ１０近傍部に接続されている。即ち、こ
の実施の形態では、該浴槽排水用配管６内の天井面６ｄに、浴槽パン排水用配管７を流れ
てきた浴槽パン排水を浴槽排水用配管６内に流出させる浴槽パン排水流出口７ａが形成さ
れている。
【００９２】
　この実施の形態では、切替弁４０の支軸４２は、浴槽排水用配管６の天井面６ｄに沿っ
て該浴槽排水用配管６の側面６ｂ，６ｃ同士を結ぶ方向に延在するように配置され、その
両端側がそれぞれ該側面６ｂ，６ｃに回転可能に支持されている。
【００９３】
　切替弁４０は、この実施の形態では、該支軸４２を回動中心として、浴槽排水用配管６
内の浴槽排水流れ方向と略直交方向に延在して浴槽排水流路を閉鎖する浴槽排水流路閉鎖
位置と、浴槽排水用配管６内の天井面６ｄに沿って延在して浴槽パン排水流出口７ａを覆
い、これにより浴槽パン排水流路を閉鎖する浴槽パン排水流路閉鎖位置とをとりうるよう
に、上下方向に回動自在となっている。
【００９４】
　この実施の形態のその他の構成は、前述の第１～９図の実施の形態と同様であり、第１
２，１３図において第１～９図と同一符号は同一部分を示している。
【００９５】
　この浴室排水装置にあっても、切替弁４０が支軸４２回りに上下方向に回動すること以
外は、第１～９図の浴室排水装置と同様の作用効果が奏される。
【００９６】
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　なお、図示は省略するが、この実施の形態においても、切替弁４０に、該切替弁４０が
浴槽パン排水流路閉鎖位置にあるときに浴槽パン排水流出口７ａの流路絞り部材３０の開
口３１に差し込まれる突起４３が突設されてもよい。
【００９７】
　＜第４の実施の形態＞
　第１４図は第４の実施の形態に係る浴室排水装置の切替弁付近の斜視図、第１５図はこ
の浴室排水装置の切替弁付近を排水トラップの洗い場排水受入口側から見た斜視図、第１
６図はこの浴室排水装置の切替弁付近の水平断面斜視図、第１７図はこの浴室排水装置切
替弁保持部材の斜視図、第１８図（ａ），（ｂ）は第１７図のXVIII－XVIII線に沿う断面
図である。なお、第１８図（ａ）は切替弁が浴槽排水流路を閉鎖した状態を示し、第１８
図（ｂ）は切替弁が浴槽パン排水流路を閉鎖した状態を示している。
【００９８】
　この実施の形態の浴室排水装置においては、切替弁４０は、浴槽排水用配管６内に着脱
可能に設置されている。
【００９９】
　この実施の形態では、切替弁４０は、切替弁保持部材５０に回動可能に保持されており
、この切替弁保持部材５０が排水トラップ１０の受入室２２内から流入口１１を介して浴
槽排水用配管６内に差し込まれるようにして設置されている。該浴槽排水用配管６内の底
面６ａ、両側面６ｂ，６ｃ及び天井面６ｄには、それぞれ、切替弁保持部材５０が流入口
１１から該浴槽排水用配管６内に所定位置まで差し込まれたときにこの切替弁保持部材５
０に当接して切替弁保持部材５０を該所定位置に保持する内向き鍔状のストッパ６ｆが設
けられている。この切替弁保持部材５０は、流入口１１を介して該浴槽排水用配管６内か
ら抜き出し可能となっている。
【０１００】
　この切替弁保持部材５０は、浴槽排水用配管６内の底面６ａ、両側面６ｂ，６ｃ及び天
井面６ｄにそれぞれ沿う底面部５１、両側面部５２，５３及び天井部５４を有した略直方
体形枠状のものとなっている。切替弁４０は、板面を浴槽排水用配管６内の浴槽排水流れ
方向と略直交方向として、この切替弁保持部材５０の内側に配置されている。
【０１０１】
　この切替弁保持部材５０の底面部５１、両側面部５２，５３及び天井部５４の浴槽排水
流路上流側の辺縁からは、それぞれ、切替弁４０が浴槽排水流路閉鎖位置まで回動したと
きにこの切替弁４０の周縁部に当接して切替弁４０を浴槽排水流路閉鎖位置に支持する内
向き鍔状のストッパ５５が突設されている。この底面部５１、両側面部５２，５３及び天
井部５４の各ストッパ５５は、浴槽排水用配管６内の浴槽排水流れ方向と略直交方向の同
一平面内において連続したものとなっている。
【０１０２】
　この切替弁保持部材５０の側面部５２，５３のうち、浴槽パン排水流出口７ａが設けら
れた浴槽排水用配管６内の側面６ｂに沿う側面部５２には、該ストッパ５５に沿って上下
方向に支軸係合溝５６が延設されている。この支軸係合溝５６に、切替弁４０の支軸４２
が軸心線方向を上下方向として回転可能に係合している。なお、この実施の形態では、該
支軸係合溝５６を介して切替弁４０を切替弁保持部材５０から出し入れしうるようになっ
ている。即ち、切替弁４０は、切替弁保持部材５０に着脱可能に保持されている。
【０１０３】
　切替弁４０は、第１８図（ａ）の如く浴槽排水用配管６内の浴槽排水流れ方向と略直交
方向に延在し、その周縁部が前記ストッパ５５に当接した浴槽排水流路閉鎖位置と、第１
８図（ｂ）の如く切替弁保持部材５０の側面部５２に沿って延在した浴槽パン排水流路閉
鎖位置とをとりうるように、支軸４２回りに回動自在となっている。この実施の形態では
、該切替弁４０を常に浴槽排水流路閉鎖位置へ向って付勢するスプリング（図示略）が設
けられている。
【０１０４】
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　この切替弁保持部材５０の側面部５２には、前記浴槽パン排水流出口７ａと重なる開口
５７が設けられている。第１８図（ｂ）のように、この実施の形態では、該開口５７は、
浴槽パン排水流出口７ａよりも小径となっている。即ち、この実施の形態では、該開口５
７は、浴槽パン排水用配管７の流路断面積を小さくするための流路絞り部を構成している
。
【０１０５】
　この切替弁保持部材５０の底面部５１及び天井部５４には、それぞれ開口５１ａ，５４
ａが設けられている。また、浴槽排水用配管６内の底面６ａ及び天井面６ｄには、それぞ
れ、これらの開口５１ａ，５４ａに係合する係止突起（図示略）が設けられている。切替
弁保持部材５０を流入口１１から浴槽排水用配管６内に入り込ませ、前記ストッパ６ｆに
当接するまで押し込むと、これらの開口５１ａ，５４ａにそれぞれ浴槽排水用配管６内の
各係止突起が係合する。これにより、切替弁保持部材５０の浴槽排水用配管６からの抜け
出しが防止されるようになる。
【０１０６】
　なお、切替弁保持部材５０が浴槽排水用配管６内に押し込まれたとき、及び切替弁保持
部材５０が受入室２２側へ所定以上の力で引っ張られたときには、この切替弁保持部材５
０及び係止突起の少なくとも一方が弾性変形し、各開口５１ａ，５４ａへの各係止突起の
係合及び各開口５１ａ，５４ａからの各係止突起の抜け出しを許容するように構成されて
いる。
【０１０７】
　この切替弁保持部材５０を浴槽排水用配管６から抜き差しするときには、手指や工具等
をこれらの開口５１ａ，５４ａに掛けることができる。
【０１０８】
　この実施の形態のその他の構成は、前述の第１～９図の実施の形態と同様であり、第１
４～１８図において第１～９図と同一符号は同一部分を示している。
【０１０９】
　この浴室排水装置にあっても、第１～９図の浴室排水装置と同様の作用効果が奏される
。
【０１１０】
　この浴室排水装置にあっては、切替弁４０は切替弁保持部材５０を介して浴槽排水用配
管６内に着脱可能に設置されているので、切替弁保持部材５０を浴槽排水用配管６内から
抜き取ることにより、切替弁４０を取り外して掃除したり交換したりすることが可能であ
る。そのため、切替弁４０のメンテナンスをきわめて容易に行うことができる。
【０１１１】
　この実施の形態では、該切替弁保持部材５０の側面部５２に、流路絞り部を構成する開
口５７が設けられているので、該切替弁保持部材５０を取り外すことにより、この開口５
７の掃除等も容易に行うことができる。
【０１１２】
　なお、図示は省略するが、この実施の形態においても、切替弁４０に、該切替弁４０が
浴槽パン排水流路閉鎖位置にあるときに切替弁保持部材５０の側面部５２の開口５７に差
し込まれる突起４３が突設されてもよい。
【０１１３】
　＜第５の実施の形態＞
　第１９，２０図は第５の実施の形態に係る浴室排水装置の切替弁付近の水平断面斜視図
、第２１図はこの浴室排水装置の切替弁付近の平面図である。なお、第１９図は切替弁の
浴槽排水流路閉鎖時を示し、第２０図及び第２１図はそれぞれ切替弁の浴槽パン排水流路
閉鎖時を示している。
【０１１４】
　この実施の形態では、第２０，２１図の通り、切替弁４０Ａは、浴槽パン排水流路閉鎖
位置まで回動したときに、その先端側（支軸４２と反対側）が排水トラップ１０の受入室
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２２内に突出するようになっている。
【０１１５】
　この実施の形態では、第１９図の通り、受入室２２内に形成される旋回流の旋回方向上
流側に位置する浴槽排水用配管６の側面６ｂと、該受入室２２の内周面との交叉角部に、
該受入室２２内から浴槽排水用配管６の上流側へ後退した後退部６０が形成されている。
切替弁４０Ａは、浴槽パン排水流路閉鎖位置まで回動したときに、その先端側がこの後退
部６０の分だけ受入室２２内に露呈する。
【０１１６】
　第２１図の通り、この受入室２２から後退した後退部６０の奥側の壁面６１は、浴槽排
水用配管６の側面６ｂと略直交方向に延在し、且つ受入室２２の内周面と略接線状に連な
っている。
【０１１７】
　この実施の形態では、切替弁４０Ａに、該切替弁４０Ａが浴槽パン排水流路閉鎖位置ま
で回動した状態において、該切替弁４０Ａの先端側から後退部６０の受入室２２側へ張り
出す略楔形の張出部４５が設けられている。この張出部４５は、後退部６０の略全体を埋
めるような形状となっている。
【０１１８】
　即ち、第２０，２１図に示すように、張出部４５の上下方向の幅は、後退部６０の上下
方向の幅と同等かそれよりも若干小さいものとなっている。張出部４５の後退部６０側（
切替弁４０Ａが浴槽パン排水流路閉鎖位置まで回動した状態における後退部６０側。以下
、同様。）の側面４５ａは、切替弁４０Ａの板面と略直交方向に延在している。この側面
４５ａの切替弁４０Ａからの張り出し方向の幅は、壁面６１の浴槽排水用配管６からの接
離方向の幅（横幅）と同等かそれよりも若干小さいものとなっている。切替弁４０Ａが浴
槽パン排水流路閉鎖位置まで回動すると、張出部４５が後退部６０に嵌合し、該側面４５
ａが壁面６１に重なる。このとき、該側面４５ａは、壁面６１に接触してもよく、壁面６
１からわずかに離隔してもよい。
【０１１９】
　この張出部４５の後退部６０と反対側の側面４５ｂは、受入室２２の内周面と略同等の
曲率半径にて該後退部６０側に凹に湾曲している。第２０，２１図の通り、この側面４５
ｂは、切替弁４０Ａが浴槽パン排水流路閉鎖位置まで回動し、張出部４５が後退部６０に
嵌合した状態において、受入室２２の内周面と略同心状に延在し、該受入室２２の内周面
と略連続する円筒面を形成するように構成されている。
【０１２０】
　この実施の形態でも、前述の第１４～１８図の実施の形態と同様に、切替弁４０Ａは、
切替弁保持部材５０に回動可能に保持され、この切替弁保持部材５０を介して浴槽排水用
配管６内に着脱可能に設置されている。この実施の形態でも、該切替弁４０Ａは、スプリ
ング（図示略）の付勢力によって常に浴槽排水流路閉鎖位置へ向って付勢されている。
【０１２１】
　この実施の形態では、該切替弁保持部材５０は、第１９図に示すように、浴槽排水用配
管６の前記側面６ｂに沿う側面部５２の受入室２２側の縁部が後退部６０の分だけ該浴槽
排水用配管６の上流側へ後退している。即ち、切替弁保持部材５０をストッパ６ｆに当接
するまで浴槽排水用配管６内に挿入した状態においては、この切替弁保持部材５０の側面
部５２の受入室２２側の縁部は、後退部６０の奥側の壁面６１と浴槽排水用配管６の側面
６ｂとの交叉角縁に重なるか、又はそれよりも若干、浴槽排水用配管６の上流側に位置し
ている。
【０１２２】
　この実施の形態のその他の構成は、第１４～１８図の実施の形態と同様であり、第１９
～２１図において第１４～１８図と同一符号は同一部分を示している。
【０１２３】
　この浴室排水装置にあっても、第１～９図の浴室排水装置と同様の作用効果が奏される
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。
【０１２４】
　また、第１４～１８図の浴室排水装置と同様に、この浴室排水装置にあっても、切替弁
４０Ａは切替弁保持部材５０を介して浴槽排水用配管６内に着脱可能に設置されているの
で、切替弁保持部材５０を浴槽排水用配管６内から抜き取ることにより、切替弁４０Ａを
取り外して掃除したり交換したりすることが可能である。そのため、切替弁４０Ａのメン
テナンスをきわめて容易に行うことができる。さらに、この実施の形態でも、該切替弁保
持部材５０の側面部５２に、流路絞り部を構成する開口５７が設けられているので、該切
替弁保持部材５０を取り外すことにより、この開口５７の掃除等も容易に行うことができ
る。
【０１２５】
　この浴室排水装置にあっては、第２０，２１図の通り、浴槽排水Ｆ２が浴槽排水用配管
６内を流れ、その水勢により切替弁４０Ａが浴槽パン排水流路閉鎖位置へ回動すると、こ
の切替弁４０Ａの先端側が後退部６０の奥側の壁面６１よりも受入室２２内へ突出すると
共に、この切替弁４０Ａの先端側の張出部４５が該後退部６０に嵌合する。
【０１２６】
　そして、この浴槽排水Ｆ２の受入室２２内への流入により該受入室２２内に旋回流Ｆ１

が形成された場合、第２１図において二点鎖線にて示すように、該受入室２２内に臨む張
出部４５の側面４５ｂにこの旋回流Ｆ１が当り、この旋回流Ｆ１の水勢によって切替弁４
０Ａが浴槽排水流路を狭めるように回動する。このように浴槽排水流路が狭くなると、受
入室２２内への浴槽排水Ｆ２の流入速度が増大し、受入室２２内の旋回流Ｆ１の流速が増
大する。これにより、受入室２２内面やヘアキャッチャーのヌメリなどが効率よく除去さ
れる。また、浴槽排水Ｆ２の瞬間最大流量が抑制されるため、受入室２２から洗い場側へ
浴槽排水が溢れ出すことが防止される。
【０１２７】
　この際、切替弁４０Ａが切替弁保持部材５０の側面部５２から離隔するため、浴槽パン
排水流路に通じる前記開口５７が開放するが、この実施の形態では、切替弁４０Ａの先端
側の張出部４５が後退部６０に嵌合しているので、この張出部４５により、該切替弁４０
Ａと側面部５２との間への水の流入が防止ないし抑制される。これにより、洗い場排水の
浴槽パン排水流路への逆流が防止ないし抑制される。なお、仮に逆流が生じたとしても、
開口５７によって浴槽パン排水流路の流路断面積が小さくなっているので、該浴槽パン排
水流路への逆流水量は少ないものとなる。
【０１２８】
　なお、図示は省略するが、この実施の形態においても、切替弁４０Ａに、該切替弁４０
Ａが浴槽パン排水流路閉鎖位置にあるときに切替弁保持部材５０の側面部５２の開口５７
に差し込まれる突起４３が突設されてもよい。
【０１２９】
　＜第５の実施の形態の変形例＞
　上記の第１９～２１図の浴室排水装置においては、浴槽排水用配管６の側面６ｂと受入
室２２の内周面との交叉角部に後退部６０が形成されており、切替弁４０Ａが浴槽パン排
水流路閉鎖位置まで回動したときには、この後退部６０の分だけ該切替弁４０Ａの先端側
が受入室２２内に露呈するように構成されているが、切替弁が浴槽パン排水流路閉鎖位置
まで回動したときに該切替弁の先端側を受入室２２内に突出させる方法はこれに限定され
ない。
【０１３０】
　例えば、詳しい図示は省略するが、この後退部６０を省略し、支軸４２を浴槽排水用配
管６の下流側に移動させるか、あるいは切替弁の横幅（切替弁の先端から支軸４２までの
幅）を大きくすることにより、切替弁が浴槽パン排水流路閉鎖位置まで回動したときに該
切替弁の先端側が受入室２２内に突出するように構成してもよい。
【０１３１】
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　この場合、本発明においては、浴槽排水用配管６の側面６ｂと受入室２２の内周面との
交叉角縁６ｅから支軸４２までの距離を、切替弁の横幅の５０～９０％、特に５５～８５
％とすることが好ましい。
【０１３２】
　このように構成された浴室排水装置にあっても、第１９～２１図の浴室排水装置と同様
に、浴槽排水Ｆ２が浴槽排水用配管６内を流れ、その水勢により切替弁が浴槽パン排水流
路閉鎖位置へ回動すると、この切替弁の先端側が受入室２２内へ突出する。そして、この
浴槽排水Ｆ２の受入室２２内への流入により該受入室２２内に旋回流Ｆ１が形成された場
合、切替弁の先端側に旋回流Ｆ１が当り、この旋回流Ｆ１の水勢によって切替弁が浴槽排
水流路を狭めるように回動する。これにより、受入室２２内への浴槽排水Ｆ２の流入速度
が増大し、受入室２２内の旋回流Ｆ１の流速が増大し、受入室２２内面やヘアキャッチャ
ーのヌメリなどが効率よく除去される。また、浴槽排水Ｆ２の瞬間最大流量が抑制される
ため、受入室２２から洗い場側へ浴槽排水が溢れ出すことが防止される。
【０１３３】
　なお、交叉角縁６ｅから支軸４２までの距離を切替弁の横幅の５０～９０％、特に５５
～８５％とすることにより、浴槽３からの排水時間が短くなり、旋回流Ｆ１の周縁水位（
受入室２２の内周面と接する部分の水位であって、該旋回流Ｆ１の最高水位）が低く抑え
られ、且つ旋回流Ｆ１の単位時間当たりの旋回数が高いものとなる。これについては、後
述の第６の実施の形態の実験例にて詳しく説明する。
【０１３４】
　上記実施の形態は請求項１～８の発明の一例であり、請求項１～８の発明は図示以外の
態様をもとりうる。
【０１３５】
　例えば、上記の実施の形態では、浴槽パン排水用配管７の末端は浴槽排水用配管６の流
入口１１近傍部に接続されており、浴槽パン排水はこれらの浴槽パン排水用配管７から浴
槽排水用配管６を介して排水トラップ１０に流入するように構成されているが、浴槽パン
排水用配管７の末端を排水トラップ１０に接続し、浴槽パン排水が直接的に排水トラップ
１０に流入するように構成してもよい。
【０１３６】
　上記の実施の形態では、排水トラップ１０は、浴槽排水を受入室２２の接線方向に受け
入れて該受入室２２内に旋回流を形成するものとなっているが、本発明は、受入室内に旋
回流が形成されないタイプの排水トラップを備えた浴室排水装置にも適用可能である。
【０１３７】
［請求項９～１１の発明に係る実施の形態］
　＜第６の実施の形態＞
　第２２図は第６の実施の形態に係る浴室排水装置を備えた浴室の模式的な斜視図、第２
３図はこの浴室排水装置の上方からの斜視図、第２４図は第２３図のXXIV－XXIV線に沿う
縦断面図、第２５図は第２４図のXXV－XXV線に沿う水平断面図、第２６図～第２８図は第
２５図の逆止弁付近の拡大図、第２９図はこの逆止弁付近の平面図、第３０図は逆止弁保
持部材の斜視図である。
【０１３８】
　なお、第２６図は逆止弁が浴槽排水流路を閉鎖した状態を示し、第２７図は逆止弁が途
中まで開き出した状態を示し、第２８図は逆止弁が全開まで開いた状態を示している。
【０１３９】
　第２２図に示すように、この実施の形態における浴室排水装置においては、浴槽パン１
からの排水を排水トラップ１０に導く浴槽パン排水用配管７が省略されている。これ以外
の排水ソケット４、浴槽排水用配管６及び排水トラップ１０の構成及びこれらの接続構造
は、いずれも、前述の第１～９図の実施の形態と同様である。
【０１４０】
　この浴室排水装置においては、排水トラップ１０の受入室２２から浴槽排水用配管６へ
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の水の逆流を阻止するための逆止弁７０が該浴槽排水用配管６内に設けられている。この
逆止弁７０は、第２５～２９図の通り、排水トラップ１０の流入口１１の近傍に配置され
ている。
【０１４１】
　逆止弁７０は、板面が浴槽排水用配管６の流路断面形状と略相似形の長方形板状のもの
である。この逆止弁７０は、支軸７２によって支持されており、第２６図の如く浴槽排水
用配管６内の浴槽排水流れ方向と略直交方向に延在して浴槽排水流路を閉鎖する浴槽排水
流路閉鎖位置と、第２７図の如く受入室２２側へ開き出して浴槽排水流路を開放する浴槽
排水流路開放位置とをとりうるように、該支軸７２回りにドア状に回動自在となっている
。該支軸７２は、浴槽排水用配管６の側面６ｂと排水トラップ１０の受入室２２の内周面
との交叉角縁６ｅよりも該浴槽排水用配管６の上流側に配置されている。
【０１４２】
　支軸７２は、その軸心線方向を上下方向として配設されている。逆止弁７０のうち、該
逆止弁７０が浴槽排水流路閉鎖位置にあるときの浴槽排水用配管６の側面６ｂ側の側辺が
この支軸７２に連なっている。第２９図の符号Ｗは、逆止弁７０の支軸７２側からこれと
反対側までの幅（以下、横幅という。）を示している。
【０１４３】
　この実施の形態では、浴槽排水用配管６内に逆止弁保持部材８０が着脱可能に設置され
ており、逆止弁７０は、支軸７２を介してこの逆止弁保持部材８０に保持されている。
【０１４４】
　この逆止弁保持部材８０は、前述の第１４～１８図の浴室排水装置における切替弁保持
部材５０から、浴槽パン排水流出口７ａと重なる流路絞り部としての開口５７を省略した
如き構成となっている。
【０１４５】
　即ち、この逆止弁保持部材８０は、浴槽排水用配管６内の底面６ａ、両側面６ｂ，６ｃ
及び天井面６ｄにそれぞれ沿う底面部８１、両側面部８２，８３及び天井部８４を有した
略直方体形枠状のものであり、排水トラップ１０の受入室２２内から流入口１１を介して
浴槽排水用配管６内に差し込まれるようにして設置されている。該浴槽排水用配管６内の
底面６ａ、両側面６ｂ，６ｃ及び天井面６ｄには、それぞれ、逆止弁保持部材８０が流入
口１１から該浴槽排水用配管６内に所定位置まで差し込まれたときにこの逆止弁保持部材
８０に当接して逆止弁保持部材８０を該所定位置に保持する内向き鍔状のストッパ６ｆが
設けられている。この逆止弁保持部材８０は、流入口１１を介して該浴槽排水用配管６内
から抜き出し可能となっている。
【０１４６】
　第３０図に示すように、この逆止弁保持部材８０の底面部８１及び天井部８４には、そ
れぞれ開口８１ａ，８４ａが設けられている。また、浴槽排水用配管６内の底面６ａ及び
天井面６ｄには、それぞれ、これらの開口８１ａ，８４ａに係合する係止突起（図示略）
が設けられている。逆止弁保持部材８０を流入口１１から浴槽排水用配管６内に入り込ま
せ、前記ストッパ６ｆに当接するまで押し込むと、これらの開口８１ａ，８４ａにそれぞ
れ浴槽排水用配管６内の各係止突起が係合する。これにより、逆止弁保持部材８０の浴槽
排水用配管６からの抜け出しが防止されるようになる。
【０１４７】
　なお、逆止弁保持部材８０が浴槽排水用配管６内に押し込まれたとき、及び逆止弁保持
部材８０が受入室２２側へ所定以上の力で引っ張られたときには、この逆止弁保持部材８
０及び係止突起の少なくとも一方が弾性変形し、各開口８１ａ，８４ａへの各係止突起の
係合及び各開口８１ａ，８４ａからの各係止突起の抜け出しを許容するように構成されて
いる。
【０１４８】
　逆止弁７０は、板面を浴槽排水用配管６内の浴槽排水流れ方向と略直交方向として、こ
の逆止弁保持部材８０の内側に配置されている。この逆止弁保持部材８０の底面部８１、
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両側面部８２，８３及び天井部８４の浴槽排水流路上流側の辺縁からは、逆止弁７０を浴
槽排水流路閉鎖位置に支持するための内向き鍔状のストッパ８５が突設されている。この
底面部８１、両側面部８２，８３及び天井部８４の各ストッパ８５は、浴槽排水用配管６
内の浴槽排水流れ方向と略直交方向の同一平面内において連続したものとなっている。
【０１４９】
　この逆止弁保持部材８０の側面部８２，８３のうち、浴槽排水用配管６の側面６ｂに沿
う側面部８２には、該ストッパ８５に沿って上下方向に延在する支軸係合溝８６が設けら
れている。この支軸係合溝８６は、該ストッパ８５よりも浴槽排水流路下流側に配置され
ている。この支軸係合溝８６に、逆止弁７０の支軸７２がその軸心線方向を上下方向とし
て回転可能に係合している。この実施の形態では、該支軸係合溝８６は側面部８２を貫通
しており、この支軸係合溝８６を介して逆止弁７０を逆止弁保持部材８０から出し入れし
うるようになっている。即ち、逆止弁７０は、この逆止弁保持部材８０に着脱可能に保持
されている。
【０１５０】
　この実施の形態では、該逆止弁７０を常に浴槽排水流路閉鎖位置へ向って付勢するスプ
リング（図示略）が設けられている。このスプリングからの付勢力により、浴槽排水用配
管６内を浴槽排水が流れていないときには、該逆止弁７０は浴槽排水流路閉鎖位置に位置
している。浴槽排水用排水配管６内を浴槽排水が流れるときには、逆止弁７０は、この浴
槽排水の水勢により、該スプリングからの付勢力に抗して浴槽排水流路開放位置に向って
回動する。
【０１５１】
　この浴室排水装置にあっては、第２６～２９図に示すように、逆止弁保持部材８０が浴
槽排水用配管６内に設置された状態において、該浴槽排水用配管６の側面６ｂと排水トラ
ップ１０の受入室２２の内周面との交叉角縁６ｅから支軸７２までの距離Ｌ（第２９図）
は、逆止弁７０の横幅Ｗよりも小さいものとなっている。そのため、逆止弁７０が全開ま
で受入室２２側へ回動したときには、第２８，２９図の通り、逆止弁７０は、その先端側
（支軸７２と反対側）が該受入室２２内に突出する。
【０１５２】
　本発明においては、前記交叉角縁６ｅから支軸７２までの距離Ｌは、逆止弁７０の横幅
Ｗの５０～９０％、特に５５～８５％であることが好ましい。
【０１５３】
　この浴室排水装置のその他の構成は、前述の第１～９図の実施の形態と同様であり、第
２２～３０図において第１～９図と同一符号は同一部分を示している。
【０１５４】
　このように構成された浴室排水装置の作動について次に説明する。
【０１５５】
　前述の通り、浴槽排水用配管６内を浴槽排水が流れていないときには、第２６図のよう
に、逆止弁７０は、スプリングの付勢力により浴槽排水流路を閉鎖している。これにより
、洗い場から排水枡を通って排水トラップ１０の受入室２２内に流入した洗い場排水が浴
槽排水流路に流れ込むことが阻止される。
【０１５６】
　水を張った浴槽３の排水口３ａの排水栓を抜くと、浴槽３内の水が浴槽排水用配管６に
流入する。そして、第２７～２９図のように、この浴槽排水Ｆ２（第２９図）の水勢によ
り、逆止弁７０が受入室２２側へ押し開かれて浴槽排水流路が開放し、浴槽排水Ｆ２が浴
槽排水用配管６を通って流入口１１から排水トラップ１０の受入室２２内に流入する。こ
の排水トラップ１０にあっては、該流入口１１は受入室２２の接線方向を指向しているの
で、この流入口１１から受入室２２内に流入した浴槽排水Ｆ２は、該受入室２２の内周面
に沿って流れて該受入室２２内に旋回流Ｆ１（第２９図）を形成する。この浴槽排水Ｆ２

の流入により受入室２２内の水位は次第に上昇し、ヘアキャッチャーあるいはさらに排水
枡が旋回流Ｆ１に浸水した状態となる。これにより、排水枡の内面やヘアキャッチャーに
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付着しているゴミや毛髪がこすり落とされて、ゴミや髪の毛は渦の中心に集められ、渦の
中心から下方へ落下し、ヘアキャッチャーの下端の底面中央部に良好に集められる。
【０１５７】
　この浴室排水装置にあっては、浴槽排水用配管６の側面６ｂと受入室２２の内周面との
交叉角縁６ｅから支軸７２までの距離Ｌよりも、逆止弁７０の横幅Ｗの方が大きいので、
逆止弁７０が受入室２２側へ回動すると、第２９図において二点鎖線にて示すように、こ
の逆止弁７０の先端側が該受入室２２内に突出する。そのため、受入室２２内に旋回流Ｆ

１が形成された場合、第２９図において実線にて示す通り、この旋回流Ｆ１が逆止弁７０
の先端側に当り、逆止弁７０が旋回流Ｆ１の水勢により押し戻されて浴槽排水流路が狭ま
る。
【０１５８】
　このようにして浴槽排水流路が狭くなると、受入室２２内への浴槽排水Ｆ２の流入速度
が増大し、受入室２２内の旋回流Ｆ１の流速が増大する。これにより、受入室２２内面や
ヘアキャッチャーのヌメリなどが効率よく除去される。また、浴槽排水Ｆ２の瞬間最大流
量が抑制されるため、受入室２２から洗い場側へ浴槽排水が溢れ出すことが防止される。
【０１５９】
　受入室２２内で旋回している水は、受入室２２の底面開口２３ａから流出室２４に流れ
落ち、この流出室２４を通って膨出部２０内に流出し、該膨出部２０の底面の最高位部２
５を乗り越え、排水口１２から排水管９へ流出する。
【０１６０】
　浴槽３からすべての水が流出すると、逆止弁７０がスプリングの付勢力により浴槽排水
流路閉鎖位置に戻り、浴槽排水流路を閉鎖する。これにより、流入口１１から受入室２２
内への水の流入が止まり、該受入室２２内の旋回流も停止する。排水トラップ１０内には
最高位部２５のレベルの封水が残る。これにより、排水管９側と洗い場２側及び浴槽３側
とが封水によって隔絶され、排水管９の臭気が洗い場２及び浴槽３へ逆流することが防止
される。
【０１６１】
　なお、この浴室排水装置においては、逆止弁７０の支軸７２は、浴槽排水用配管６の側
面６ｂと排水トラップ１０の受入室２２の内周面との交叉角縁６ｅよりも該浴槽排水用配
管６の上流側に配置されている。そのため、受入室２２内で旋回流Ｆ１が形成されたとき
に、この旋回流Ｆ１により巻き上げられたゴミ等が支軸７２に接触しにくい。これにより
、支軸７２にゴミ等が絡み付いて逆止弁７０が作動不良を起こすことが防止される。
【０１６２】
　また、このように支軸７２が該交叉角縁６ｅよりも浴槽排水用配管６の上流側に配置さ
れていることにより、浴槽排水Ｆ２により逆止弁７０が押し開かれたときには、該逆止弁
７０は、その横幅Ｗ方向の途中部から先端側のみが受入室２２内に突出し、それよりも支
軸７２側は受入室２２内に露呈しないものとなる。そのため、受入室２２内の旋回流Ｆ１

は、実質的に、この逆止弁７０のうち該交叉角縁６ｅから受入室２２内に突出した部分に
のみ当る。これにより、逆止弁７０がこの旋回流Ｆ１の水勢により過度に浴槽排水流路を
狭める方向に押し戻されることがなく、浴槽排水Ｆ２の受入室２２への流入量を十分に確
保することができる。
【０１６３】
　なお、仮に支軸７２が該交叉角縁６ｅ又はその近傍に配置されていると、受入室２２内
において旋回流Ｆ１によって巻き上げられたゴミ等が支軸２２に絡み付き、逆止弁７０の
作動不良が起き易くなる。また、この場合、浴槽排水Ｆ２により逆止弁７０が開き出した
ときに、この逆止弁７０の略全体又は大部分が受入室２２内に突出するので、この逆止弁
７０の板面の略全体又は大部分に旋回流Ｆ１が当る。そのため、逆止弁７０がこの旋回流
Ｆ１の水勢により過度に浴槽排水流路を狭める方向に押し戻され、浴槽排水Ｆ２の受入室
２２への流入量が極端に少なくなるおそれがある。
【０１６４】
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　この実施の形態では、逆止弁７０は逆止弁保持部材８０を介して浴槽排水用配管６内に
着脱可能に設置されているので、逆止弁保持部材８０を浴槽排水用配管６内から抜き取る
ことにより、逆止弁７０を取り外して掃除したり交換したりすることが可能である。この
逆止弁保持部材８０は、浴槽排水用配管６内のうち、排水トラップ１０の流入口１１の近
傍に配置されているので、排水目皿５を取り外して洗い場から排水トラップ１０の受入室
２２内に手を差し入れれば、容易に逆止弁保持部材８０に手が届く。そのため、この逆止
弁保持部材８０の着脱作業も容易に行うことができる。これにより、逆止弁７０のメンテ
ナンスをきわめて容易に行うことができる。
【０１６５】
　この実施の形態では、逆止弁７０は、支軸係合溝８６を介して逆止弁保持部材８０に対
して着脱可能となっているので、メンテナンス時には、逆止弁７０を逆止弁保持部材８０
から取り外してメンテナンス作業を行うことができる。
【０１６６】
　なお、仮に逆止弁７０を取り外さない場合でも、逆止弁７０は排水トラップ１０の流入
口１１の近傍に配置されているので、排水目皿５を取り外して洗い場から排水トラップ１
０の受入室２２内に手や掃除器具、工具等を差し入れれば、これらが容易に逆止弁７０に
届く。そのため、洗い場から排水トラップ１０の受入室２２内に手や掃除器具、工具等を
差し入れて逆止弁７０のメンテナンスを行うことも容易である。
【０１６７】
［実験例］
　上記の第２２～３０図の浴室排水装置において、前記交叉角縁６ｅから逆止弁７０の支
軸７２までの距離Ｌを逆止弁７０の横幅Ｗの０～１００％と変化させ、この距離Ｌが浴槽
３からの水の排出にどのように影響するか検証する実験を行った。
【０１６８】
　受入室２２の内周面の直径を１１０ｍｍとした。また、角筒状の浴槽排水用配管６内の
ストッパ８５によって囲まれた部分における流路断面積を６００ｍｍ２（３０ｍｍ×２０
ｍｍ）とした。
【０１６９】
　この浴室排水装置において、前記交叉角縁６ｅから支軸７２までの距離Ｌを逆止弁７０
の横幅Ｗの０％、１４％、２８％、４３％、５７％、７０％、８６％及び１００％と変化
させ、それぞれにおいて、浴槽３から一定量の水を排出し、この水の排出に要する時間（
排水時間）Ｔ、受入室２２内に形成される旋回流Ｆ１の周縁水位（受入室２２の内周面と
接する部分の水位であって、該旋回流Ｆ１の最高水位）Ｓ、及びこの旋回流Ｆ１の単位時
間当たりの旋回数Ｒを測定すると共に、この旋回数Ｒと周縁水位Ｓとの比Ｒ／Ｓを算出し
た。結果を第３１図に示す。
【０１７０】
　第３１図においては、距離Ｌが０％のときの排水時間Ｔ、周縁水位Ｓ、旋回数Ｒ及び比
Ｒ／Ｓをそれぞれ１００％とし、距離Ｌが１４％、２８％、４３％、５７％、７０％、８
６％及び１００％のときの排水時間Ｔ、周縁水位Ｓ、旋回数Ｒ及び比Ｒ／Ｓを、それぞれ
、距離Ｌが０％のときの排水時間Ｔ、周縁水位Ｓ、旋回数Ｒ及び比Ｒ／Ｓに対する百分率
にて示した。
【０１７１】
　なお、距離Ｌが横幅Ｗの０％のときには、支軸７２は該交叉角縁６ｅに配置されており
、浴槽排水Ｆ２により逆止弁７０が押し開かれると、この逆止弁７０の略全体が受入室２
２内に突出する。また、距離Ｌが横幅Ｗの１００％のときには、支軸７２は、逆止弁７０
の横幅Ｗと等距離だけ該交叉角縁６ｅから浴槽排水用配管６の上流側に配置されているた
め、浴槽排水Ｆ２により逆止弁７０が受入室２２側に押し開かれても、逆止弁７０は全く
受入室２２内に突出しない。
【０１７２】
　第３１図から明らかなように、距離Ｌが横幅Ｗの５０～９０％、特に５５～８５％のと
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きには、浴槽３からの排水時間Ｔが短く、旋回流Ｆ１の周縁水位Ｓが低く抑えられ、且つ
旋回流Ｆ１の単位時間当たりの旋回数が高いものとなる。
【０１７３】
　従って、前記交叉角縁６ｅから支軸７２までの距離Ｌは、逆止弁７０の横幅Ｗの５０～
９０％、特に５５～８５％であることが望ましい。
【０１７４】
　＜第７の実施の形態＞
　第３２図は第７の実施の形態に係る浴室排水装置の上方からの斜視図、第３３図はこの
浴室排水装置の水平断面図、第３４図はこの浴室排水装置の逆止弁保持部材の斜視図であ
る。
【０１７５】
　この実施の形態では、前述の第１９～２１図の実施の形態と同様に、浴槽排水用配管６
の側面６ｂと受入室２２の内周面との交叉角部に、該受入室２２内から浴槽排水用配管６
の上流側へ後退した後退部６０が形成されている。第３３図の通り、この後退部６０の奥
側の壁面は、浴槽排水用配管６の側面６ｂと略直交方向に延在し、且つ受入室２２の内周
面と略接線状に連なっている。逆止弁保持部材８０Ａが浴槽排水用配管６内に設置された
状態にあっては、該逆止弁保持部材８０Ａの側面部８２がこの後退部６０に臨む。
【０１７６】
　この実施の形態における逆止弁保持部材８０Ａは、該側面部８２から後退部６０の受入
室２２側へ張り出す略楔形の張出部８７を有している。この張出部８７は、後退部６０の
略全体を埋めるような形状となっている。
【０１７７】
　即ち、張出部８７の上下方向の幅は、後退部６０の上下方向の幅と同等かそれよりも若
干小さいものとなっている。また、この張出部８７の側面部８２からの張り出し方向の幅
は、後退部６０の奥側の壁面の横幅と同等かそれよりも若干小さいものとなっている。第
３３，３４図に示すように、張出部８７の後退部６０側の側面８７ａは、逆止弁保持部材
８０Ａの底面部８１、両側面部８２，８３及び天井部８４の浴槽排水流路上流側の辺縁と
略面一状に連なっている。また、張出部８７の上面（符号略）は、天井部８４の上面と略
面一状に連なり、張出部８７の下面（符号略）は、底面部８１の下面と略面一状に連なっ
ている。逆止弁保持部材８０Ａを浴槽排水用配管６内に設置すると、張出部８７が後退部
６０に嵌合し、側面８７ａが該後退部６０の奥側の壁面に重なる。
【０１７８】
　この張出部８７の後退部６０と反対側（即ち受入室２２側）の側面８７ｂは、受入室２
２の内周面と略同等の曲率半径にて該後退部６０側に凹に湾曲している。第３３図の通り
、この側面８７ｂは、逆止弁保持部材８０Ａが浴槽排水用配管６内に設置され、張出部８
７が後退部６０に嵌合した状態において、受入室２２の内周面と略同心状に延在し、該受
入室２２の内周面と略連続する円筒面を形成するように構成されている。なお、第３４図
の通り、逆止弁保持部材８０Ａの底面部８１及び天井部８４と側面部８２との浴槽排水流
路下流側のコーナー部付近には、この側面８７ｂと連続する如き略円弧状の切欠部が形成
されている。
【０１７９】
　この実施の形態にあっては、第３３，３４図に示すように、この張出部８７の受入室２
２側の側面８７ｂと側面部８２の内面（逆止弁保持部材８０Ａの内方を向いた面）との交
叉角縁８８から支軸７２までの距離Ｌ’は、逆止弁７０の横幅Ｗよりも小さいものとなっ
ている。そのため、逆止弁７０が全開まで受入室２２側へ回動したときには、第３２，３
３図の通り、逆止弁７０は、その先端側が受入室２２内に突出する。この交叉角縁８８か
ら支軸７２までの距離Ｌ’は、逆止弁７０の横幅Ｗの５０～９０％、特に５５～８５％で
あることが好ましい。
【０１８０】
　この実施の形態における浴室排水装置のその他の構成は、前述の第２２～３０図の実施
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している。
【０１８１】
　この浴室排水装置にあっても、第２２～３０図の浴室排水装置と同様の作用効果が奏さ
れる。
【０１８２】
　この実施の形態にあっては、受入室２２の内周面と浴槽排水用配管６の側面６ｂとの交
叉角部、即ち流入口１１の縁部に後退部６０が設けられ、この後退部６０に受入室２２側
から逆止弁保持部材８０Ａの張出部８７が嵌合している。
【０１８３】
　この実施の形態では、メンテナンス等に際し、逆止弁保持部材８０Ａを浴槽排水用配管
６から抜き出すときに、該浴槽排水用配管６内に手指や工具等を差し入れなくても、この
張出部８７に手指や工具等を掛けることができるので、容易に逆止弁保持部材８０Ａを浴
槽排水用配管６から抜き出すことができる。また、逆止弁保持部材８０Ａを浴槽排水用配
管６に差し込むときに、手指や工具等でこの張出部８７を摘むことができるので、容易に
逆止弁保持部材８０Ａを浴槽排水用配管６に差し込むことができる。また、逆止弁保持部
材８０Ａを後退部６０に沿って浴槽排水用配管６の排水流れ方向と直交する方向へスライ
ドさせて着脱することができるので、この逆止弁保持部材８０Ａの着脱作業が容易であり
、メンテナンスし易い。
【０１８４】
　上記実施の形態は請求項９～１１の発明の一例であり、請求項９～１１の発明は図示以
外の態様をもとりうる。
【０１８５】
　例えば、逆止弁７０は、逆止弁保持部材８０，８０Ａを介さずに浴槽排水用配管６内に
設置されてもよい。
【符号の説明】
【０１８６】
　１　浴槽パン
　２　洗い場パン
　３　浴槽
　４　排水ソケット
　６　浴槽排水用配管
　７　浴槽パン排水用配管
　１０　排水トラップ
　１１　流入口
　１２　排水口
　２２　受入室
　３０　流路絞り部材
　４０，４０Ａ　切替弁
　４１　ストッパ
　４２　支軸
　４５　張出部
　５０　切替弁保持部材
　５７　開口（流路絞り部）
　６０　後退部
　７０　逆止弁
　７２　支軸
　８０，８０Ａ　逆止弁保持部材
　８７　張出部
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